第９回地方独立行政法人鳥取県産業技術センター評価委員会議事録概要
会議の名称：第９回地方独立行政法人鳥取県産業技術センター評価委員会　
開催の日時：平成２１年５月２０日（水）　午後１時３０分～午後３時３０分
開催の場所：鳥取県庁特別会議室
出席者氏名：別紙出席者名簿のとおり

会議の概要：以下のとおり

◆審議事項

（１）委員長の選任
（２）前回評価委員会での要望・指摘事項

（３）H20年度実績の評価方法等について
◆報告

（１）H20年度活動状況

（２）H21年度計画

１．前回評価委員会での要望・指摘事項
	委　員
	委員発言
	意見に対する回答、対応

	中村委員
	○私がよくなったと思うのは、基本的な精神は、PDCAだということ。評価しっぱなしで終わったら、その結果が次の年に反映されなければ回らない。ひいては県の産業界のレベルアップになればということ。
	

	谷口委員
	○よく評価書を作成していただいたと思う。運用上それをどう埋められるかはわからないが、また改善していければ変えられる。こういう対応で次の実績報告をすることだと思う。
	

	副井委員長
	○この事務局案に関して、だいたいこの方向でいいんじゃないかという皆さんのご意見だったかと思う。
○外部資金獲得金額を問題にするかどうかというところはどうするか。年によってたぶんこれ考えもばらつく所かと思う。
○要望検討事項に、外部資金等への応募状況というのを入れておられる。だからどれだけ努力しているかというところが非常に大事なところではないかと思うがいかがか。結果はもちろんいろんな状況でその年に採択される件数が多い年と少ない年色々でてくると思うがやはり応募するということが非常に大事なことだと思う。
	○全国で何百件応募があったかというところがわからないところがある。（産技センター）
○どういったことが可能なのか、どういった指標がでているのかということも含めて、一回勉強させていただいて、次に検討を持ち越させていただく。（事務局）
○実績報告の時に応募先の事業名であるとか、それでどれくらい全国規模でどれくらいの金額であったとか、わかる範囲で調べて載せられるようにしてまいりたいと思う。（産技センター）

	中村委員
	○評価指標として、外部資金の応募状況だとか、獲得件数とか、そこにとどめていくというのに私は賛成。はりきって高い金額を書くと、実際評価のときどうなるかというと２になってしまう。この、２の項目がでてきたらそれについて、なぜ２になったのかと言うことを解析しなければならない。例えば５０００万円と目標を設定して、４５００万円だったりするともう意味の無い堂々巡りの議論をしなければならなくなる。
	

	谷口委員
	○採択の難易度をクリアしてどうかで評価するという意味で、例えば中国地方の場合で、日本の７パーセントなら７パーセントが広島にくる、さらにその７パーセントが鳥取にくる。その来たものの中で、何パーセントかということも一つの尺度として割合で考えていただければありがたい。
	

	辻委員
	○重要なのは採択件数だと思う。１個だけ大きい金額のものが出たりすることもあると思うが、金額の大きさはいかに大きなプロジェクトの中に食い込んでいくかというので、単一組織だけで一つの予算を取るということは今はもうあまりなくなってしまっている。金額を狙うというよりもいかにそういうものに幅広くチャレンジして、採択件数がどれぐらい伸びたかを評価することの方が、今の段階ではよろしいのではないかという気がする。
	


２．平成２０年度実績の評価方法について
	委員
	委員発言
	意見に対する回答、対応

	
	
	○全体の評価を５段階の評価と１０段階の評価の２つの評価があることがわかりにくのではないかという意見もあって、今このような形で理事長なりの業績給に反映させているということでこうなっているが、ここについて本当に１０段階の評価が必要なのかどうか、今は詳細に決めてあるので、当面はこれで行かせていただきたいとは思うが、その次のステップとしてよりわかりやすい評価ということも検討材料に入れながら考えていかせて頂きたいと思う。（事務局）

	中村委員
	○私たちが急に５段階ですぱっとやめてしまうと、今度は受手の方は解釈に困るのではないか。
	○５段階の３、１０段階の７。数字の感覚の位置づけが非常にわかりにくい。
○その色々な過程の中で理事長報酬への算定とか、運営交付金への反映とかという問題があるので、そのあたりクリアしなければいけない。どうすればわかりやすい評価になるのか、そういったところをもう一度検討したい。（事務局）

	辻委員
	○少なくとも我々が係数をわかっていないと、可もなく不可もなくだという意味で３を付けたのが勝手にプラスになったりマイナスになったりしてこちらの意向が反映されなくなる。
	


３．平成２０年度の活動状況、平成２１年度計画、企業アンケート等について
	委員
	委員発言
	意見に対する回答、対応

	中村委員
	〇資料３－２（平成２０年度計画　数値目標に対する達成状況）の機械素材研究所人材育成欄で、予定は１０人に対し５４人達成とあるが、これは延べではないか。目標も延べにしていないから５４０％という数値になってしまう。実際は、人数×日数で当初の目標を４０人にすべき。そうすると実績は２００％くらいになるのではないか。
	〇実績報告の際明確にさせて頂く。（産技センター）

	辻委員
	○例えば使用頻度の高い人、相談や人材育成のイベントに来られる確率の高い企業、主要な企業の各分野で選び出して企業の中で評価委員を何名かで決定して、アンケートだけでなく面と向かって生の声を聞くような事をやるほうが、もう少しアンケートでは出てこない色々な問題点を発掘できるチャンスがあるのと、そうやってみんなが集まることによって企業同士の横のつながりも生まれたり、センターと企業の親密性も増したりしていいのではないかと思う。
	○いわゆる御用聞き、お伺いすることも大切なのかなと思う。冊子でこんな研究していますというのも大切だが、実際お伺いして、どんなニーズがあるのかとかをお伺いすることも大切だなと思う。（産技センター）

	辻委員
	○産業技術センターと共同研究したい場合でも、どんな研究しているのかもわからなければそんな発想が出てこない。だから、どんどんアピールされていった方が、そういうチャンスが生まれるのではないかと思うが。
	

	中村委員
	○そろそろ産技センターから県外へも送るというような啓発活動をという事。

○県内の企業を支援するという目標は変わってない。しかし支援するためには産業技術センターが強くならなければいけない。強くなるためにはやはり武者修行もしなければいけない。
	


第９回地方独立行政法人鳥取県産業技術センター評価委員会　出席者名簿
【委員】
	区分
	氏名
	所属名
	役職名
	備考

	委　員
	谷口　義晴
	日本セラミック株式会社
	代表取締役社長
	

	委　員
	辻　　智子
	日本水産株式会社
	生活機能科学研究所長
	

	委　員
	中村　宗和
	国立大学法人鳥取大学
	名誉教授
	

	委　員
	副井　裕
	国立大学法人鳥取大学
	学長補佐
	

	委　員
	和田　好生
	三洋電機ｺﾝｼｭｰﾏｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ株式会社　
	相談役
	欠席


【地方独立行政法人鳥取県産業技術センター】
	氏名
	役職名
	備考

	徳村　純一郎
	企画管理部長
	

	門脇　亙
	企画管理部企画室長
	


【事務局（鳥取県）】
	氏名
	役職名
	備考

	門前　浩司
	商工労働部長
	

	中山　孝一
	商工労働部産業振興総室長
	

	広瀬　龍一
	商工労働部産業振興総室産学金官連携チーム長
	

	小谷　博之
	商工労働部産業振興総室産学金官連携チーム研究開発担当副主幹
	


